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次に、基本構想の見直しの検討についてです。

基本構想策定から10年が経過する中で、本県も人口減少局面に入り、自然災害の激
甚化、デジタル化の加速など、社会環境が大きく変化しています。

また、新型コロナウイルス感染症、国際紛争、原油・物価高騰など、当初、想定し
えなかった事態も生じています。

こうしたことから、基本構想の見直しを検討すべき時期にきていると考えますので、
まずは、総合計画審議会におけるグランドデザインの点検の議論を通じて、中長期的
な視点で、本県における社会環境の変化をしっかりと検証してまいります。
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基本構想について（議会答弁）

■ 令和４年９月12日 神奈川県議会本会議 知事答弁



人口減少・超高齢社会

・2025問題

・県人口減少の予測

東日本大震災

・大規模地震

・電力不足
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策定時の背景

現行の基本構想

現行基本構想の構成
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基本構想について（論点）
■現行の基本構想策定後の10年間で、人口減少局面への移行、デジタル化の加速、
地球温暖化の進行、風水害の激甚化、新興感染症への対応、生活困窮の顕在化など、
時代は大きく変わったと考えられることから、中長期的な視点に立って点検を行い
たい。

① 点検報告書（素案）に示した社会環境の変化を検証するための

データや時代認識に不足はないか

・基本構想の点検で示したデータには表われないが、2040年ころを見通し
た時に、中長期的視点から、各分野において認識された課題はないか

② 各委員の専門分野において、中長期的な視点から認識された、

もしくは認識されつつある課題はないか
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基本構想について（論点）

③ 基本構想の見直しの必要性はあるか。また見直しを行う場合、

どのような観点で見直すべきか

・社会環境の変化を踏まえた「基本目標」「政策の基本方向」の見直しの
必要性はないか

⇒社会環境の変化により新たな課題が生じていることから、変化を
俯瞰的に捉えて政策を検討しなおすことが必要ではないか

・目標年次の2025年（令和７年）も近づいている


